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プロテオーム研究においては、加速度的に研

究情報が増大する中、研究情報の交換、データ

マイニングの基盤のために、さらには研究の真

正性、信頼性、完全性の確保のために研究情報

管理システムを活用することは重要である。特

に複数の研究者や研究グループが共同でプロテ

オーム研究を行う際、バイオサンプルに関する

文字情報の取り扱いは、系統的かつ確実に行う

ことが重要になっている。 

European Bioinformatics Institute (EBI) 、          

National Center for Biotechnology  

Information (NCBI)、DNA Data Bank of Japan 

(DDBJ)等は、バイオサンプル情報の取り扱いに

ついて、サンプルデータの供給者や疾患名等を

用いて、構築している公開データベースの横断

的な検索を可能にし、データの透明性の確保す

るために、公開データベースとして BioSample 

database の開発、運用の開始を行っている。1)2)。

研究プロジェクト内等で利用される研究情報管

理システムにおいても、研究データの第三者に

よる確認をシステマティックに行うために、バ

イオサンプル情報を多面的に検討できるよう改

良することは、とても重要である。本研究では、

そのような公開データベース上のバイオサンプ

ル情報の取り扱いを参考に、開発を行っている

オープンソースのプロテオーム用研究情報管理

システム 3)におけるバイオサンプル情報の取り扱

いを整備し、可能なかぎり EBI,NCBI,DDBJ との

整合性も視野に入れ改良を行ったので報告する。

本システムでは、セキュリテイレベルを維持す

るとともに、利便性の向上にために、データ入

力や取り扱いが煩雑にならないよう検討するこ

とも重要である。そのような検討から、本改良

において、あわせてユーザーグループの導入等

を行いデータの取り扱いについて煩雑にならな

いよう開発を行った。 

 

 

 

 

 

材料と方法 

オープンソースのプロテオーム用研究情報管

理システムは、Web 形式のユーザビリテイを実現

するため、PostgreSQL-PHP-Apache システムとし

て開発を行なっている。本改良は、 Postgresql 

9.2.4、 PHP 5.5.3、  Apache 2.4.6 を用いて 

Fedora version 19 上で行った。暗号化は、PHP

スクリプトの mcrypt ライブラリを用いた。グラ

フィック機能をサポートするために Javascript

も活用した。 

本研究情報管理システムにおける、バイオサン

プル情報は、サンプルヘッダー情報、サンプル

投稿情報、サンプル詳細情報の 3 種類で構成し

た。サンプル投稿情報、及びサンプル詳細情報

は、公開データベースの BioSample database と

の整合性を視野に入れテーブル項目を作成した。

サンプル詳細情報は、東京都健康長寿医療セン

ターで利用していた形式(TMIG original)の他に、

12 のテーブルを新たに作成した。（図.1）。サ

ンプルヘッダー情報には、 Submission ID、

Format ID、Sample ID が付帯情報として含まれ、

サンプル投稿情報、サンプル詳細情報にリンク

する。サンプルヘッダー情報を各実験手順とリ

ンクし、サンプル情報を実験手順とあわせ管理

できるようにした。また、キーワード検索によ

りバイオサンプル情報に登録している文字情報

を検索できるようアプリケーションを作成した。 

結果 

バイオサンプル情報の取り扱いの改良により、

研究情報管理システムにおいて、多様なバイオ

サンプルに適した形式でデータ管理が行えるよ

うになった。しかし、入力画面数は増加し、入

力項目数も増加した。図２は、研究情報管理シ

ステムにログインした画面とバイオサンプル情

報の一覧表示画面である。サンプル情報のグル

ープ名やユーザー名と共にサンプルヘッダー情

報を一覧できる。さらに出力ボタンを用意した。

そしてサンプルヘッダー情報とサンプル詳細情

報の更新画面と閲覧画面にリンクしている。図

３は、サンプル詳細情報の更新画面と閲覧画面

である。ユーザーグループの導入により、バイ
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オサンプル情報及び実験プロトコルの入力、電

気泳動画像解析、ゲル内消化、質量分析の実験

手順において、追加修正モード以外 に閲覧モー

ド画面を作成した。バイオサンプル情報の出力

については、実際に公開データベースの投稿に

有用であるか検討する必要があるが、本改良で

は検討できなかった。 

考察 

本改良によって研究情報管理システムにおけ

る、バイオサンプル文字情報を用いた研究デー

タの検索が容易になり、研究データの検討を促

進することができるようになったと思われる。

しかし、画像解析データ、質量分析データ等の

実験手順においては、機器分析より出力される

ファイルを変換するアプリケーションの作成な

どにより、入力作業の自動化を促進することが

できるが、バイオサンプル情報については、デ

ータ入力作業を簡便にするためにさらなる検討、

改良が必要と思われた。バイオサンプル情報を

はじめ、生命科学研究における情報の透明性を

高めていくことは、今後さらに重要になってい

くと思われる。研究環境における情報管理の必

要性は、今後も増大していくと考えられ、オー

プンソースによる研究情報管理システムをサポ

ートする情報ツールの開発と合わせ、システム

改良を検討していきたい。尚、改良したソフト

ウエアツールは、インターネットを介して公開

していきたい。 
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